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新年あけましておめでとうございます 
     

宮城県生協連会長理事 冬木 勝仁 
 （みやぎ生活協同組合理事長） 
 

 
 
宮城県生活協同組合連合会を

代表いたしまして会長理事より、
新年のご挨拶と旧年中の御礼を
申し上げます。 

 
約 3 年に及ぶコロナ禍は収束

と呼べる状態にはなっていない
とはいえ、私たちの生活は徐々
に以前の状態を取り戻しつつあ
ります。しかし、長期にわたる
コロナ禍への対応は、一時的な
変化ではなく、生活スタイルそ
のものの変化をもたらしました。
宅配の量や頻度、商品の種類の
変化、お店での購買行動など
日々感じられる事柄でも、全国
を対象にした統計でも、消費生
活の変化は明らかであり、生協
もそれに対応した事業展開が求
められます。 

 
さて、生協はこれまで様々な

平和活動に取り組んできました
が、今こそその取り組みを強め、
深める必要があります。 

生協が平和活動に取り組む理
由はいくつもありますが、最も
単純かつ根本的な理由は協同組
合の理念と戦争とが相いれない
からです。協同組合の「協同」
は、個人の独立・自立を基礎と
する協同です。戦時下では、個
人が全体に従属することを迫る
全体主義的傾向が生じます。all 
for all、全国民がお国のために
奉仕するという世の中です。協
同組合が掲げる one for all, all 
for one 、一人は万人のために
万人は一人のためにという協同
の精神と戦争とは相いれないの
です。 

 
最近政府が決定した敵基地攻

撃能力の保有を見据えた防衛力
増強方針は、これまでとは一線
を画すものです。また、防衛関
連予算の大幅な増額方針を定め、
そのための財源として、復興特
別所得税に代わる所得税及び法
人税、たばこ税の増税を予定す

ることとしています。こうした
事態は、まさに納税を通じて「全
国民がお国のために奉仕する」
状態を連想させます。被災地で
復興に取り組んできた生協とし
て、どうあるべきか考える必要
があります。 

さらに、対案として積極的に
争いの火種をなくすことも平和
活動として重要です。争いの火
種となる貧困、格差、抑圧、差
別、ジェンダー不平等など様々
な社会の歪みが生じない状態を
創り出すことが、平和活動を深
化させることにつながります。
これは SDGs に示された目標を
達成した状態と重なります。
SDGs の達成を目指した取り組
みも平和活動なのです。 

 
新年にあたり、会長理事とし

ての所感を述べさせていただき
ました。今年もどうぞよろしく
お願い申し上げます。 
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宮城県生協連第 53 回総会（2022 年度）第 1 回監事会報告

第 1 回監事会は、12 月 13 日
(火)午前 11 時 30 分より、フォ
レスト仙台 5 階会議室において
開催され、監事 3 人（内 1 人が
WEB 参加）、理事 3 人、事務局

2 人が参加しました。 
小山茂樹監事議長により、議

事がすすめられました。 
 野崎和夫専務理事より、2022
年度上期（2022.4.1～2022.9.30）

の経営状況および財務諸表、理
事の業務執行状況について報告
がありました。経営状況及び財
務諸表監査、理事の業務執行状
況監査を協議、実施しました。 

宮城県生協連第 53 回総会（2022 年度）第 3 回理事会報告                  

第 3 回理事会は、12 月 13 日
(火)午後 1 時 30 分より、フォレ
スト仙台 5 階会議室において開
催され、理事 13 人、監事 3 人、
顧問 2 人が参加しました。（内、
理事 4 人、監事 1 人が WEB 参
加） 

議長に冬木勝仁会長理事を選
任し、議事に入りました。 

【議決事項】 
社会貢献事業積立金（任意積

立金）の活用について、野崎和
夫専務理事より提案があり、可
決承認されました。 

【協議事項】 
2023年度事業計画策定にあた

り、「2030 年ビジョン第 2 期中
期方針および全国生協の 2023
年度活動方針」について野崎和
夫専務理事より、「全国の大学生
協の 2022 年度のまとめと 2023
年度活動方針」について藤巻正
之理事より紹介があり、情報を
共有しました。 

【報告事項】 
1．労働者協同組合法の施行につ

いて、日本労働者協同組合連
合会センター事業団の佐々木
洋志南東北本部長より、10 月
から施行された労働者協同組
合法と日本労働者協同組合連
合会について説明がありまし
た。 

2．会員生協の取り組みについて、
河野雪子副会長理事、小山茂
樹監事、高橋千佳理事、田中
康治監事より報告がありまし
た。 

3．上半期経営状況・業務報告、
2022年度政党懇談会開催計画、
2022年度消費生活協同組合役
員研修会開催計画、協同組合
こんわ会の活動、アルプス処
理水海洋放出に反対する署名
の取り組み、NPO 法人消費者
市民ネットとうほくの活動、
その他の活動について、野崎
和夫専務理事より報告があり、
全員異議なく了承しました。 

4．第 1 回監事会について小山茂
樹監事より報告があり、全員
異議なく了承しました。 

5．灯油関連報告、第 43 回宮城
県生協組合員集会開催報告、
平和・憲法９条関連報告、消
費者行政の充実強化をすすめ
る懇談会みやぎの活動、消費
税率引き上げをやめさせる活
動について、加藤房子常務理
事より報告があり、全員異議
なく了承しました。 

6．NPO 法人介護・福祉サービ
ス非営利団体ネットワークみ
やぎの活動について、渡辺淳
子常務理事より報告があり、
全員異議なく了承しました。 

【文書報告事項】  
行政・議会関連報告、共催・

後援依頼等について、文書によ
り報告があり、全員異議なく了
承しました。 
 

 
 
 
 
 

 
 

宮城県生協連の活動  

COOP CALENDAR vol.175 



黒澤課長(右)に要請書を手渡しました 

 
 

     

 
 

 

「2022 年度（令和４年度）北海道・東北地区行政・生協連絡会議」参加報告

北海道・東北地区の 7 道県の
行政の生協担当者と生協連とで
年 1 回開催している「2022 年度
行政・生協連絡会議」が、11 月
9 日(水)に開催されました。秋田
県を幹事県として、秋田キャッ
ス ル ホ テ ル を メ イ ン 会 場 に
WEB 会議方式で開催され、38
人が参加しました。 

はじめに、主催者の秋田県生
活環境部の真壁善男部長と秋田
県生協連の三浦貴裕会長理事よ
り挨拶がありました。続いて、 

厚生労働省社会・援護局地域福
祉課消費生活協同組合業務室の
井上宏室長からご挨拶があり、
宇賀神優歩主査から「全国の先
駆的な消費生活協同組合が行っ
ている地域づくりのための取り
組み」の紹介とアンケートへの
協力依頼がありました。 

基調報告を、国際教養大学国
際教養学部の工藤尚悟准教授よ
り「人口減少社会における持続
可能な地域づくり」についてお
話しいただきました。その後、

日本生協連渉外部の毎田伸一部
長より、「持続可能な社会の実現
を目指した全国の生協の社会的
取り組み」について報告があり
ました。 

休憩の後、「SDGs と消費者教
育の取り組みや行政と生協の連
携」について、７道県から報告
し情報交換を行いました。 

地域共生社会の実現に向けて、
生協組織の役割と行政との連携
について考える機会となりまし
た。 

宮城県へ「灯油価格の抑制及び安定供給に向けた行政の役割強化を求める要請書」を提出                 

11 月 22 日(火)、宮城県知事あ
ての「灯油価格の抑制及び安定
供給に向けた行政の役割強化を
求める要請書」を、環境生活部
消費生活・文化課の黒澤治課長
に、小野幸恵みやぎ生協地域代
表理事が提出しました。その後、
野崎和夫専務理事が要請内容の
趣旨説明を行いました。（後掲） 
 今冬は、円安の進行とロシア
のウクライナ侵攻による原油高
の影響で、国の「燃料油価格激
変緩和対策事業」による対策が
あってもなお、昨年同時期の
1.14 倍になっていることから、1）
県民の立場にたって「安心でき

る灯油の量の確保と価格の抑制
を最優先」に不測の事態に敏速
に対応できる万全の体制で臨む
こと、2）原油価格の高騰などに
便乗した値上げが行われないよ
う、価格の動向を調査・監視し
県民に対して情報提供すること、
3）経済的弱者に対する支援やコ
ロナ禍への救済策の一つとして、
寒冷地のセーフティネットとし
て、福祉灯油等の購入費助成を
全市町村で実施できるよう県と
して取り組んでほしいことなど
を要望しました。 

その後の意見交換では、参加
されたみやぎ生協の地域代表理

事一人ひとりから、灯油に関す
る地域の実情を伝えました。 

正式回答については、後日、
文書で行うとの話がありました。 

消費者の立場から、灯油に関
する行政施策を要請しました。 
※12 月 21 日付県からの回答書（後掲） 

 

 
 

宮城県生協連の活動  

COOP CALENDAR vol.175 

 
宮城県環境生活部消費生活・文化課 

黒澤治課長、伊藤真美子主幹（消費者行政班長） 
半澤充消費者行政班主査 

宮城県保健福祉部社会福祉課 
相澤秀彦参事兼課長、瀬川禎亮主幹（援護恩給班長） 

宮城県生協連 
野崎和夫専務理事、加藤房子常務理事 

みやぎ生協 
安達泉理事、小野幸恵理事、齋藤裕美理事  

日本生協連北海道・東北地連 
大沢志佳子事務局長、蛭田啓事務局員 

 

《
参
加
者
》 



防災レンジャーショー 

体験ブース 

 

     

 
 

 
 
 

親子防災ワークショップ「ぼうさい探検隊」 

みやぎ生協では、親子で参加
する現地体験型の企画「親子防
災ワークショップ」を通して、
可能な限り自身の目と手で直接
触れて学び、若い世代へ震災や
災害の備えを伝える機会として
います。 

10 月 29 日(土)、みやぎ生協文
化会館ウィズで、親子防災ワー
クショップ「ぼうさい探検隊」
を開催し親子 9 組 15 人が参加し
ました。 

東北福祉大学の学生サークル
Positive Action Students Supporters
（通称：PASS）の皆さんによる

防災レンジャーショ
ーや体操、クイズなど
を行いました。  

防災レンジャーシ
ョーでは、敵役（災害）
の強さやストーリー
の深さに、子どもたちが息を吞
む場面もありました。 

そのほかにも、新聞紙スリッ
パづくり、ツナ缶ランタン、ポ
リ袋調理などを体験するスタン
プラリーを行い、災害時に役立
つ身近な知恵を自身の目と手で
直接触れていただきました。 

参加者からは、「防災レンジャ

ーショーがすごくて、びっくり
しました」「知らないことばかり
で勉強になり、ミッション（ス
タンプラリー）形式で、やりが
いがありました」「実際に手足を
動かして体験できたことが、子
どもたちには楽しかったようで
す。良い経験になりました」な
どの声が寄せられました。 

若い震災語り部のお話を聴く会「あの日を語ろう 未来を語ろう」

東日本大震災当時、子どもだ
った若者たちが見てきたこと、
考えたことを聴き、震災を忘れ
ないことや、未来に向けてわた
したちができることを、改めて
考える機会として、若い震災語
り部のお話を聴く会を開催しま
した。 

11 月 2 日(水)、メイン会場の
日立システムズホール仙台エッ
グホールとメンバー集会室のサ
テライト 9 会場に 108 人、オン
ライン配信 43 人（全国の 13 生
協・連合会含む）の計 151 人が
参加しました。参加者からは、
「災害・防災を自分事として捉

え、大切な人を守るために考え
たい、話し合っていきたいと思
う」「語ってもいい、語らなくて
もいい場の提供、対話の大切さ
など、震災だけでなく、とても
勉強になった」などの声が寄せ
られました。 

さらに、登壇者のご厚意によ
り可能になった 1 か月間のアー
カイブ配信では、23 生協・連合
会から 79 人にご視聴いただき、
全国各地の生協のみなさんにも、
改めて防災の取り組みを考えて
いただく機会となりました。 

（生活文化部 山田尚子） 
 

みやぎ生協 
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メイン会場の様子 

<ナビゲーター> ※左から 
大川伝承の会共同代表 佐藤敏郎さん 

<若い震災語り部のみなさん>  
雁部那由多さん 
（東松島市出身、当時小学 5 年生） 
西城楓音さん 
（石巻出身、当時小学 2 年生） 
清水葉月さん 
（福島県浪江町出身、当時高校 2 年生） 

 



 

     

 
 

 
 
 

第 41回「めぐみ野」交流集会

11 月 29 日(火)、2022 年の「め
ぐみ野」活動の意義と成果を確
認するため、第 41 回「めぐみ野」
交流集会を仙台国際センターで
開催しました。メンバー（組合
員）、生産者、提携団体が一同に
会し、580 人が参加しました。 

午前の全体会では、京丸園（株）
代表取締役の鈴木厚志さんをお
招きし、「ライバルはディズニー
ランド！～笑顔を耕すユニバー
サル農業の挑戦～」と題しご講
演いただきました。参加者は、
多様性をいかした働き方で農業
を盛り上げる素晴らしさを感じ
ていました。  

午後は、果物や畜産、水産、
牛乳など9つの分科会に分かれ、
生産者の方々の生の声を聞きま
した。生産コストの増加や自然
災害など、様々な要因で困難な
状況が続いていますが、「商品を
買って、食べ続けることで応援
したい」というメンバー（組合
員）の思いを、直接伝える機会
となりました。 

コロナ禍でこれまで様々な制
限がありましたが、3 年ぶりの午
前・午後を通しての「めぐみ野」
交流集会は、参加者にとってと
ても有意義な時間となりました。 

 
（生活文化部 小國美奈）

「ALPS処理水海洋放出反対署名」特別学習編

12 月 10 日(土)、「ALPS 処理
水海洋放出反対署名」特別学習
編『誰にでもわかる！汚染水と
は何か？なぜ汚染水は増え続け
るのか、～汚染水を減らす止水
対策～』をテーマに学習会を開
催しました。全国各地からオン
ライン・会場参加合わせて、32
団体60 人に参加いただきました。 

講師の柴崎直明先生（福島第
一原発地質・地下水問題団体研
究グループ代表・福島大学共生
システム理工学類教授）からは、
「トリチウムの半減期は12～13
年。可能な範囲で安全な施設で

保管すれば、リスクの低い状態
に持っていくことができるので、
今すべきは、急いで海洋放出す
ることではなく、汚染水の発生
量を減らすこと。適切で効果的
な対策を講じるためには、地下
の地質を詳しく知ることが大切」
であるとお話をいただきました。 

参加者からは、「こんなにいろ
いろわかっているのに、なぜ国
や東電はそれを活かそうとしな
いのか」「国や東電は本気で汚染
水を止める気はあるのだろうか」
「きちんと調査せず、その場し
のぎの議論をしているのではな

いか」など、まだまだ海洋放出
については疑問や納得ができな
いことが多く、学んで広げる必
要性があることがわかりました。
（ふくしま県本部課長  

池町江美子） 
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講師の京丸園(株)代表取締役鈴木厚志さん 

牛乳の分科会で発表する生産者 

講師 福島大学 
柴崎直明教授 

学習会の様子 



社会福祉法人みんなの輪「設立 20周年」

10 月 16 日(日)、トークネット

ホール仙台にて、社会福祉法人

みんなの輪の「20周年記念集会」

が行われました。

みんなの輪は、あいコープの組

合員が利用するパンや焼き菓子、

農産品、せっけんに至るまで商

品を作る生産者でもあります。

単に、障がいがある利用者さ

んたちの働く場所を提供するだ

けではなく、生協組合員が商品

を購入し続けることで、みんな

の輪の福祉事業を支える仕組み

があります。生協は、「困ったと

きにはお互い様」「支えあい」が

基本の組織です。みんなの輪の

存在があるからこそ、あいコー

プは生協と言えると言っても過

言ではありません。

みんなの輪の吉武洋⼦理事⻑

からは、改めてみんなの輪の歴

史をふりかえると共に、「現在の

社会において、より弱い立場の

人々に手を差し伸べないならば

生協として失格だ。今の社会に

対してもっと怒っていい」と激

励をいただきました。

あいコープからみんなの輪に

感謝を込めて、『20 周年記念ロ

ゴマーク』と『記念動画』を寄

贈しました。「障害のあるなしに

かかわらず、誰もが安心して暮

らせる地域社会をめざして」と

いう理念を共に目指し、社会を

変える一歩に繋げようと、会場

が一つになりました。

（理事⻑ 高橋千佳）

4 年ぶりの「Wa!わぁ祭り」

11 月 19 日(土)、夢メッセみや

ぎにて、あいコープみやぎのお

祭り「Wa！わぁ祭り」が行われ

ました。

毎年秋に開催して来ましたが、

台風被害と新型コロナウイルス

の影響で２年間中止を余儀なく

され、昨年はオンライン開催の

み。今年は 4 年ぶりに対面で開

催することができました。

とはいえ、新型コロナの感染

はいまだ拡大を続けており、従

来通りの祭りを開催するのは難

しいのが現状です。お買い物や

食べ物の提供なしで、どうした

らみんなで楽しめるか知恵を絞

りました。

生産者によるクイズやトーク

ショー、組合員自身が農業体験

で育てた無農薬米の稲わらで縄

を作るワークショップ、水産生

産者による魚の捌き方講座など、

体験型のイベントを準備。組合

員、生産者、職員が、午前・午

後それぞれ約 300 人集まり、祭

りを楽しむことができました。

組合員と生産者が互いに顔を

合わせ、話し、日頃利用してい

る商品に、さらに愛着を持つこ

とができたように思います。会

場で買い物や飲食ができなくて

も、いえ、できないからこその、

思い出深い印象的な祭りとなり

ました。（理事 鈴木真奈美）

生協あいコープみやぎ
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会員生協だより

記念のロゴマークと動画を寄贈

㊨みんなの輪 吉武洋⼦理事⻑

㊧あいコープみやぎ 高橋正人専務理事

⽔産会社社⻑による鮮⿂捌きショー

生産者によるステージイベント



メバチマグロ(三陸塩竃ひがしもの)の
解体の様子を見つめる学生たち

マグロ丼を 100円で提供しました。

企画への参加を

呼びかける学生委員

-泉キャンパス-

Twitter

「さよならキャンパス！フォトコンテスト」

2023年4月に開学される新キ

ャンパス（五橋キャンパス）に、

泉キャンパスと多賀城キャンパ

スが集約されるため、泉・多賀

城キャンパスへの通学は今年度

で最後となります。

そこで、これまでお世話にな

った泉・多賀城キャンパスと、

キャンパス内の店舗食堂で働く

職員さん方へ感謝の気持ちを届

けるために、学生委員会で「さ

よならキャンパス！フォトコン

テスト」を主催しました。

11月初旬から約 1ヶ月間、撮

影した思い出の写真と大学生協

職員さん方への感謝のメッセー

ジを組合員から募集し、特に綺

麗な写真と心温まるメッセージ

を送ってくださった方々には、

最優秀賞、優秀賞、佳作として

発表し、景品を贈り表彰しまし

た。

入賞した写真は、学生委員会

のTwitter と Instagramで公開し、

私たちの思い出の詰まった泉キ

ャンパス・多賀城キャンパスへ

の感謝の気持ちを、たくさんの

学生と共有して形にすることが

できました。

（学⽣委員⻑ 松浦倫也）

「マグロの解体ショー」で宮城の魅力を再発見！

11 月 9 日(水)、宮城大学太白

キャンパスで「マグロの解体シ

ョー」を行いました。

今回の企画を通し、宮城の大

学に通う学生に知られていない

宮城の魅力あふれる名所や名産

品を、その中でも今回は「三陸

塩竈ひがしもの」を知ってもら

うことで、宮城の魅力を感じ、

興味を持ってもらうことを目的

としました。

当日は、本当にたくさんの学

生・教職員がマグロの解体ショ

ーを見るために、そしてマグロ

丼を食べるために、お越しいた

だき大盛況を収めることができ

ました。

なかなかお目にかかれないま

るまる一匹のマグロが目の前で

解体されていくその迫力に目が

釘付けになっていたのではない

かと思います。また、解体され

たマグロをその場でマグロ丼と

して食べることもでき、とても

笑顔で溢れていたと思います。

解体ショーで扱った「三陸塩

竈ひがしもの」以外にも、宮城

には素晴らしい場所・食べ物は

まだまだあります。知らないな

んてもったいない。今回の「マ

グロの解体ショー」のような機

会を通して、よりたくさんの宮

城の魅力を見つけていきたいで

す。（学生委員 伊藤英玲奈）

東北学院大学生協
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会員生協だより

宮城大学生協



こども食堂の担当者(中央)に贈呈しました 

大黒雅弘会長より要請書を提出しました 

 

       

こども食堂へ支援品を贈呈

12 月 8 日(木)、宮城県協同組
合こんわ会（構成団体：宮城県
農業協同組合中央会、宮城県生
活協同組合連合会、宮城県漁業
協同組合、宮城県森林組合連合
会）は、みやぎ生協文化会館ウ
ィズにおいて、こども食堂への
支援品の贈呈式を行いました。
参加は、協同組合こんわ会、み
やぎこども食堂ネットワーク、
子ども食堂運営者等の関係者 20
人でした。 

宮城県協同組合こんわ会では、
新型コロナウイルス感染拡大等
により困窮している家庭への支

援活動への取り組みを通じ、地
域社会への奉仕・貢献活動を行
なうことを目的に実施しました。  
みやぎこども食堂ネットワーク
を通じ、仙台地域にある希望の
あったこども食堂（23 団体、600
世帯分）を対象に、支援物資の
配布を実施しました。 

こんわ会の会計より、令和 4
年産環境保全米ひとめぼれを支
出するとともに、米（農協）、
新海苔（漁協）、乾燥しいたけ
（森連）などの支援物資を持ち
寄りました。生協からは、フル
ーツポンチ缶、チョコレート 600

世帯分を準備しました。 
みやぎこども食堂ネットワー

クからは、「高くて油さえ買え
ないという食堂もあるので、ま
とまった支援は本当にありがた
いです。チョコレートは子ども
が喜ぶと思います」と話されて
いました。

 

 

宮城県知事、仙台市長へ勤労者福祉に関する要請を実施

宮城県労働者福祉協議会（構
成団体：連合宮城、東北労働金
庫宮城県本部、こくみん共済
coop 宮城推進本部、宮城県生協
連、労働者福祉資産協会、労働
福祉センターみやぎ等）では、
勤労者福祉に関する政策制度要
請を、宮城県及び仙台市に行い
ました。 

12 月 14 日(水)、宮城県庁にお
いて、村井嘉浩宮城県知事に要
請書を手渡し懇談しました。主
な要請項目は、大規模災害への
被災者支援、新型コロナウイル

ス感染拡大防止に向けた対
策、原油価格高騰対策など
の消費者政策の充実強化、
ディーセントワークの確立、
フードバンク活動、安心・
信頼できる社会保障の構築、
医療・介護体制の整備等、
福祉灯油（灯油購入助成）
等について要請しています。 

村井知事からは、要請の趣旨
を十分ふまえ宮城県の施策のな
かで検討していくことと、原油
高騰対策、フードバンク活動に
ついて話がありました。 

12 月 22 日(木)、仙台市役所に
おいて、郡和子仙台市市長に要
請書を手渡し懇談しました。 

郡市長からは、要請の趣旨を
ふまえ仙台市の施策のなかで検
討していく旨の話がありました。 
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協同のとりくみ 

宮城県協同組合こんわ会 

宮城県労働者福祉協議会 



絵本でつなごう「へいわの輪」プロジェクト

2021 年 11 月から 2022 年 2

月まで、毎日のくらしの中で「し

あわせ」や「へいわ」を感じた

り、心に残る絵本とコメントを

募集しました。

メンバー（組合員）のみなさ

まからご紹介いただいた絵本を、

投稿していただいた親子 60 組

にプレゼントした他、宮城・福

島の保育施設に絵本寄贈の案内

を送り、お申込みのあった 263

か所に贈りました。また、絵本

キャラバンや講演会を開催しま

した。

「ピースアクション2022 INみやぎ」

11 月 5 日（土）、仙台アエル

1Fアトリウムにて、昨年に引き

続き「ピースアクション 2022

IN みやぎ」を開催しました。核

兵器廃絶と若い世代への継承を

テーマに、今回は「絵本キャラ

バン」をメイン企画としました。

8 台の本棚に絵本 126 冊とお

すすめコメントを展示しました。

また絵本の読み聞かせや、平和

七夕、広島市立基町高校美術部

の「原爆の絵」の展示も行いま

した。

準備の段階から多くの親子が

絵本を楽しんだり、様々な年代

の方が絵本を手に取ってじっく

りと見入っていました。

参加者からは、「絵本を通し

ての平和や戦争、読み聞かせ大

変よかった。心にじんわりと染

み入りました」、小さいお子さ

んからも「しってるえほんがた

くさんあってうれしかった」な

ど、かわいい感想が寄せられま

した。（生活文化部 佐藤妙子）

みやぎ生協
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平和のとりくみ
「平和とよりよき生活のために」をスローガンに、核兵器廃絶を訴えるとともに、憲法９条を含

めた日本国憲法の良さと大事さを学び、平和を守る活動を広げていきます。

絵本キャラバン

投稿された126冊の

絵本とコメントを展示

し、思いを共有する「絵

本キャラバン」を開催

しました。

「絵本キャラバン」は、開催地域、行政や団体と

の新たな繋がりを作るツールにもなっています。ま

た新聞社からの取材もあり、その記事を見た方から

お問い合わせがあるなど、「絵本キャラバン」が平

和活動の一端になっています。

今後も、「絵本キャラバン」を継続していきます。

▼巡回場所（2022年 8⽉〜12 月）

宮城県：仙台市・気仙沼市など 6会場

福島県：福島市・伊達市・郡山市・白河市など 7会場

絵本作家・松本春野講演会

10月29 日（土）、エル・パーク仙台

にて、絵本作家・松本春野講演会

「世界中のこどもみんなに平和と

しあわせを〜いわさきちひろが残

したものと私が絵本でできること

〜」を開催しました。

松本さんは、「絵本キャラバン」でも紹介された『ふくしまからき

た子』『ふくしまからきた子 そつぎょう』の著者です。

いわさきちひろさんを祖⺟に持つ松本春野さんは、講演でたくさん

の絵をスクリーンに映し出しながら、松本春野さんから見たいわさき

ちひろの生涯や、ご自分の作品や活動についても大変わかりやすく、

お話いただきました。

▼参加者の感想

・大切にしたいこと、自分が思うことを、子どもたちに伝えていきたいと思います。

・やわらかい水彩画を通して私たちに問いかけてきたいわさきちひろの絵をあらため

てしっかりと心に留めることができました。

・いわさきちひろさんの DNAを受け継いだ春野さん。優しさ、芯の強さ、子どもに

愛を平和をの思いを受け継ぎ、このような活動をされていることに感謝します。

福島県矢吹町での様子

会場の様子

絵本でつなごう「へいわの輪」

プロジェクトサイト



「憲法 9条を守り生かす みやぎのつどい 2022」

11 月 3 日(木・祝)、仙台サン

プラザホールにおいて開催され、

1,100 人が参加しました。

オープニングで宮城のうたご

え 39 人の皆さんが、「ウクライ

ナ⺠謡」「ウクライナ国歌」など

の合唱を行いました。

司会の石垣八重美さん（みや

ぎ生協地域代表理事）からの開

会宣言後、主催者挨拶がありま

した。

続いて、ジャーナリストで

TBS「報道特集」特任キャスタ

ーの金平茂紀さんが、「メディア

の現場から見る戦争と平和・憲

法」という演題で講演されまし

た。ウクライナ侵攻が日本に突

き付けたこととして、他国から

侵略されたら防衛のための戦争

はやむを得ないのではないかと

いう戦争に乗じた改憲や核共有

の動きとの関係で、戦争をして

はいけないという憲法 9 条の価

値が高まっている。ジャーナリ

ズムが正確な情報を伝えること

で、戦争の惨禍を世界に伝える

ことの重要性を強調しました。

次に、ドイツ文学翻訳家・社

会運動家・九条の会世話人の池

田香代子さんが、「カルトに⺠主

主義を蝕ませないために」と題

しお話されました。

続いて、金平さんと池田さん

が、報道のあり方について対談

しました。

最後にアピール提案があり、

満場の拍手で採択され、憲法 9

条を守り生かすことの大切さを

確認するつどいとなりました。

また、参加者から 471,742 円

のカンパが寄せられました。

「講演会＆第 1回総会」

11 月 25 日(金)、「講演会&第

１回総会」を福祉プラザで開催

しました。

開始前に、漫画家で元日本被

団協事務局次⻑の⻄⼭進さんと

「おり鶴さん」を紹介した東北

放送ニュース特集のDVDを上映

し、ご逝去された⻄⼭さんに参

加者全員で黙祷を捧げました。

木村緋紗子代表が開会挨拶を

⾏い、⻄⼭さんのことと講師の

栗原さんの紹介をし、「被爆者が

なぜ運動を続けているのかを皆

さんに考えてほしいし、皆さん

に運動を続けていってほしい」

と訴えました。

講演会では、ノーモア・ヒバ

クシャ記憶遺産を継承する会事

務局の栗原淑江さんに、「被爆者

とその運動から学びつづけて」

をお話ししていただきました。

被爆者の調査活動を学生時代か

ら取り組んできたこと、「核兵器

廃絶と援護法の制定」という二

大要求を明確にして運動を作っ

てきた経緯など、詳しく教えて

くださいました。そして、「核廃

絶ネットがノーモア・ヒバクシ

ャの拠点になることを期待して

いる」と訴えられました。

引き続き第 1 回総会を行い、

事務局からの提案の後、6人の方

から議案に対する質問や意見な

どがありました。議案は全て承

認され、2023 年に向けて取り組

みが共有されました。

（常務理事 加藤房子）

みやぎ憲法 9 条の会
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平和のとりくみ
「平和とよりよき生活のために」をスローガンに、核兵器廃絶を訴えるとともに、憲法９条を含

めた日本国憲法の良さと大事さを学び、平和を守る活動を広げていきます。

核兵器廃絶ネットワークみやぎ

栗原淑江さんの講演

金平茂紀さん 池田香代子さん



 

     

 
 

 
 
 
 

「森林の楽校（もりのがっこう）」 

10 月 22 日(土)、大学生協東北
ブロックと認定 NPO 法人 JUON 
NETWORK（樹恩ネットワーク）
が主催となり、「森林の楽校（も
りのがっこう）」を開催しました。 

木の誕生から伐採、木材利用
といった一連の流れを、目で見
て肌に触れて感じることをテー
マに、福島県会津地方で行いま
した。東北地区の学生や職員、
関東地方から参加の社会人など
14 人が参加しました。 

カラマツの苗木を育てている
「南会津樹木苗木センター」の
見学や間伐体験、大学生協で使
用している間伐材で造られた
「樹恩割り箸」製造の見学、木
材を使用した南会津町役場の見
学など、盛りだくさんの 1 日で

した。学生と社会人が、互いの
経験を交えて交流することも出
来ました。 

今回の企画を通して、持続的
に森林環境を維持していくため
には、人の手が必要であること
を実感しました。森林の現状を
知るという第一歩を踏み出せた
と思うので、今後は私たち一人
ひとりが出来ることを考え行動
していきたいと思います。 
 

 
(東北ブロック学生委員 

山形大学 3 年 田中瑞希） 

 
  
 
 
 
 
 
 
 

 

大学生協東北ブロック  
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環境のとりくみ 
生協の環境活動は生協組合員の活動や事業における取り組みを通して、環境負荷の軽減と

省エネルギー、省資源、リサイクルなどの環境保全型社会づくりに貢献していきます。 

山形大学生協 
岩手大学生協 
福島大学生協 
宮城大学生協 
東北学院大学生協 
岩手県立大学生協 
宮城教育大学生協 
宮城学院大学生協 
弘前大学生協 
盛岡大学生協 
東北工業大学生協 
尚絅学院大学生協 
みやぎインターカレッジコープ 

群馬大学生協 
宇都宮大学生協 
茨城大学生協 
慶応義塾生協 
東京農業大学生協 
新潟大学生協 
信州大学生協 
高崎経済大学生協 
埼玉大学生協 

明治学院大学生協 
和光大学生協 
東京工芸大学生協 
電気通信大学生協 
東京農工大学生協 
東京薬科大学生協 
明治薬科大学生協 
横浜市立大学生協 
芝浦工業大学生協 

 

愛知大学生協 
三重大学生協 
静岡大学生協 
富山大学生協 
富山高等専門学校生協 

就実大学生協 
福山市立大学生協 
滋賀県立大学生協 
関西学院大学生協 
大阪大学生協 
下関市立大学生協 
梅光学院大学生協 

神戸大学生協 
京都大学生協 
広島修道大学生協 
山口大学生協 
岡山大学生協 
島根大学生協 
鳥取大学生協 
広島大学生協 

香川大学生協 
徳島大学生協 
愛媛大学生協 
松山大学生協 
松山東雲女子大学生協 
高知県公立大学生協 
高知大学生協 

北九州市立大学生協 
西南学院大学生協 
西南女学院大学生協 
長崎県立大学生協 
佐賀大学生協 
大分大学生協 
宮崎大学生協 
鹿児島大学生協 
鹿児島県立短期大学生協 

認定 NPO 法人 JUON NETWORK（樹恩ネットワーク） 

森林を通じて、都市部と農山村のネットワークを広げる活動を行っています。 

間
伐
体
験
を
し
て
い
る
様
子 

南会津樹木苗木センターでカラマツの苗木の説明を受けました。 

樹恩割り箸 使用大学生協（2021 年度） 

JUON NETWORK ホームページより 

国産間伐材製「樹恩割り箸」 

 



講師の森田満樹さん 

 

     

 
 
 

 
 

 
 

学習会「大きく変わった食品表示 あなたはご存知ですか？」 

12 月 19 日(月)、フォレスト仙
台 2 階フォレストホールにおい
て、消費者懇主催による学習会
を開催し、各構成団体からのリ
ーダー層の方々や職員など 168
人（内オンライン参加 131 人）
が参加しました。 

はじめに、開会にあたり野崎
和夫座長（宮城県生協連専務理
事）から主催者挨拶があり、続
いて、講師に消費生活コンサル
タント・一般社団法人フーコム
代表の森田満樹さんをお迎えし、
「大きく変わった食品表示あな
たはご存知ですか？」と題して
学習講演を行いました。 

食品の表示が、2020 年 4 月か
ら新ルールに変わりました。今
年 4 月からは、食品添加物表示
における人工・合成の用語が削
除され、無添加・○○不使用と
いう添加物表示に規制が入るよ
うになり、来年は遺伝子組み換
えの表示が変わります。 

食品表示は消費者にとって、
その食品の品質を判断し選択す
る上でなくてはならない情報源
です。消費者が求める食品表示
になっているのか、現状と課題
について理解することを目的に
開催しました。 

2015 年に施行された「食品表
示法」により、食品表示に関わ
るルールが大きく変わってきて

います。3 年毎に調査検討をする
食物アレルギー物質表示も、ナ
ッツ類の流行が影響し、本年く
るみが特定原材料に準ずる物質
に追加となりました。基本すべ
ての食品に、栄養成分表示の義
務化やアレルギー物質の表示の
仕方などが変わっています。 

「食品表示法」では、保存料
や着色料、甘味料や酸化防止剤
などの食品に使用されたすべて
の添加物を商品パッケージに明
記しなければなりません。一方
で、添加物の不使用に関しては
特に規定がなく、提供する食品
メーカーなどに判断が委ねられ
ていました。 

消費者の誤解を招くような食
品表示を改善するために、消費
者庁は 2021 年 3 月から 9 回の検
討会を開催し、「食品添加物の不
使用表示に関するガイドライン」
を策定しました。 

検討会の委員として不使用表
示ガイドラインの土台作りに携
わった立場から、森田さんは食
品添加物の安全性や規制、指定
のしかた、表示に至るまで、実
際の表示例を示しながら説明す
る一方で、「わかりにくい部分が
あり、誤解を生んでいる」と指
摘しました。 

「遺伝子組換え表示制度」が
17 年ぶりに見直され、これまで

意図せざる混入を 5％以下に抑
えている大豆及びとうもろこし
並びにそれらを原材料とする加
工食品には、任意表示として『遺
伝子組換えでない』等と表示す
ることができましたが、2023 年
4 月 1 日からは、適切に分別生
産流通管理され遺伝子組換えの
混入が無いと認められる大豆及
びとうもろこしと加工品のみが
『遺伝子組換えでない』等の表
示ができることになります。 

「消費者と事業者をつなぐコ
ミュニケーションツールである
食品表示や食品安全を理解する
ために、消費者もリテラシー（読
み解く力）の向上が求められて
いる。おかしいと思ったら販売
元や専門機関に問い合わせする
ことも必要である」とお話され
ました。 

その後、活発な質疑と意見交
換が行われ、とても分りやすい
お話で参加者は最後まで聞き入
っていました。 

（事務局長 加藤房子） 
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消費者行政の充実強化をすすめる懇談会みやぎ（略称：消費者懇） 【構成団体】 宮城県生協連、NPO 法人仙台・みやぎ消費者支援ネット、宮城県

地域婦人団体連絡協議会、宮城県消費者団体連絡協議会、みやぎ生協、生協あいコープみやぎ、（公財）みやぎ・環境とくらし・ネットワーク（MELON） 

消費者行政の充実強化をすすめる懇談会みやぎの活動 

仙台市青葉区柏木 1-2-45 フォレスト仙台５F  ＴEL 022-276-5162  FAX 022-276-5160  

E ﾒｰﾙ sn.m10046kn@todock.coop  ＵＲＬ https://kenren.miyagi.coop/ consumer/index.html   
 

 



 

     

 
 
 

 
 

 
 

仙台市長及び仙台市議会議長へ提出 
「燃料費等の物価高騰に伴う福祉施設等への 2022 年度冬季暖房費支援に関する要望書」 
 

2022 年に入ってからの物価
高騰は、福祉施設等にも大きな
影響を及ぼしています。 

多くの施設種別において、水
道光熱費や燃料費等の負担が上
昇しており、この影響が長期化
すれば施設運営に甚大な影響が

生じます。 
社会福祉事業所の現状を踏ま

え事業者の安定的な事業運営が
行えるよう、仙台市の実効性の
ある施策の推進や支援を求め、
11 月 22 日(火)、郡和子仙台市
長及び赤間次彦仙台市議会議長

あてに「燃料費等の物価高騰に
伴う福祉施設等への 2022 年度
冬季暖房費支援に関する要望書」
を提出しました。（後掲） 

併せて、要望書を仙台市議会
各会派に回付し、協力を要請し
ました。 

「これ以上の介護保険後退を許さない！みやぎ県民フォーラム 2022」 

12 月 11 日(日)、フォレスト
仙台第 5・6 会議室をメイン会
場に、だれもが安心して利用す
ることができる介護保険制度を
目指し、実行委員会構成団体の
15 団体主催による「これ以上の
介護保険後退を許さない！みや
ぎ県民フォーラム 2022」を開催
しました。介護事業者など、オ
ンライン配信を含め約 114 人が
参加しました。 
 第 1 部は、『これ以上の介護
保険後退を許さない 介護保険
改定 2024』と題して、社会福祉
法人こばと福祉会理事長の正森
克也さんを迎え、コロナ禍や物
価高騰下における介護・福祉現
場の課題や、介護保険制度 2024
年改定について講演いただきま
した。正森さんは、「新型コロナ
は、日本の公的責任による社会
福祉・社会保障・公衆衛生の脆
弱さを浮き彫りにした。３年に
及ぶコロナ禍の影響により、介

護・福祉事業は機能不全が常態
化する中で、2024 年度改定に向
け国民や事業者を苦しめる介護
保険改悪が行われようとしてい
る。高齢者の生活を守り、支え
る制度の実現を求め、地域から
介護・福祉制度拡充のための世
論を広げることが必要である」
と力強く話されました。  

第 2 部では、事業者、医師、

家族など 4 人の方々から、介護
をめぐる現状について現場から
の実態が報告され、これ以上の
介護保険後退を許さない意志を
参加者全員で共有しました。 

最後に、実行委員から集会決
議案が提案され採択されまし
た。（後掲） 

（事務局長 渡辺淳子） 
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介護・福祉サービス非営利団体ネットワークみやぎ（略称：介護・福祉ネットみやぎ）は、良質な介護・福祉サービスの提供と健全な事業運営のため 
活動しているネットワーク組織です。会員数：正会員団体 18、個人正会員 18、団体賛助会員 3、個人賛助会員 64（2022 年 6 月現在） 

NPO 法人 介護・福祉サービス非営利団体ネットワークみやぎの活動 

〒981-0933 仙台市青葉区柏木 1-2-45 フォレスト仙台５F TEL 022-276-5202・FAX 022-276-5205   

E ﾒｰﾙ sn.mkaigonet2@todock.coop URL https://www.kaigonet-miyagi.jp/ index.htm  

第1部 社会福祉法人こばと福祉会正森克也理事長の講演 

第2部 要介護者を支える立場から発言（事業者・医師・家族など） 
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2022 年度「第 4 回ネットとうほく消費者被害事例ラボ」
 

11 月 16 日()、「第 4 回消費者
被害事例ラボ」が開催され、オ
ンラインを含む 16 人が参加し
ました。 

「消費者契約法上の不当契約
に係るいわゆる”グレイリスト”
について」をテーマに、尚絅学
院大学の栗原由紀子教授が解説
しました。 

不当条項規制とは、相手方の
権利を制限し、又は相手方の義
務を加重する条項については定
型取引の態様及びその実情並び
に取引上の社会通念に照らして、
‶信義則″に反して相手方の利
益を一方的に害すると認められ
るものは合意しなかったとみな
されます。 

不当条項リストのうち、「ブラ
ックリスト」は該当すれば常に
不当条項であるとみなされる条
項、いわゆる「グレイリスト」
は該当すれば不当条項であると

推定される条項、しかし事業者
が不当性を阻却する事由を主張
立証することで不当性が覆るも
のを指します。また、消費者契
約法における不当条項規制の趣
旨、意義は、情報、交渉力にお
いて劣位する存在である消費者
を保護し、契約自由の原則に委
ねておくのが必ずしも適切でな
い場合、当事者の決定した契約
内容に介入し、不当な内容の契
約条項の拘束力を否定し、構造
上、個別条項(消契法第 8 条)と
一般条項(消契法第 10 条)により
規制しています。現行法の不当
条項は、個別規定と一般条項し
かなく、比較法的にみても「貧
弱」であり、条項の不当性が消
費者にも事業者にも分かりにく
くなっている。そのため不当条
項の充実が必要であり、「ブラッ
クリスト」だけではなく「グレ
イリスト」を設けるべきであり、

賛成な見解を示している学者や
弁護士が多い。反対の見解は、
事業者の行動を阻害し、取引を
無用に混乱させる懸念があるな
ど意見が分かれている、と解説
されました。 

その後の意見交換では、グレ
イリストの概念がかえってマイ
ナスに働かないか、同じ条項で
も、業種、業者によってブラッ
クになることがありグレイ、ブ
ラックと振り分けず不当条項は
全てブラックにすべきや、モデ
ル約款を示しそれに反するとダ
メというほうがすっきりするの
ではないか等、様々な意見が出
されました。 

（事務局 金野倫子）
  
 
 
 
 

   
 

 
 

【お申込み方法】 
QR コードを読み込み Google フォームに必要事項記載の上、 
2 月 27 日（月）までにお申込ください。 
QR コードが読み込めない場合は、 
下記の URL を入力すると参加申込フォームへ移ります。 
URL：https://forms.gle/14rGZY5Gq9pUuev77 

 

「消費者被害とマインドコントロール」 

－なぜ人はだまされるのか― 

 講師 立正大学心理学部 西田公昭教授 

2023 年 3/4（土）10:30～12:30 

会場 仙台弁護士会館 4 階 ホール 
仙台市青葉区一番町 2 丁目 9-18 

定員 会場 50 人・WEB100 人 
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消費者市民ネットとうほく（略称：ネットとうほく）は、消費者被害の未然・拡大防止及び救済のため、消費者や消費者団体・関係諸機関・消費者
問題専門家等と連携し、消費者被害の調査・研究・情報収集、是正申入れ等の活動を行っている内閣総理大臣認定の適格消費者団体です。 

適格消費者団体 認定 NPO 法人 消費者市民ネットとうほくの活動 

〒981-0933 仙台市青葉区柏木 1-2-40 ブライトシティ柏木 702 号室 

TEL 022-727-9123・FAX 022-739-7477・E ﾒｰﾙ shiminnet-tohoku@triton.ocn.ne.jp  

URL https://www.shiminnet-tohoku.com/ 

認定 NPO 法人消費者 

市民ネットとうほく 

学習会のご案内 
【講師紹介】  
立正大学心理学部対人・社会心理学科教授。 
マインドコントロールに関する研究で知られる社会心理学者。 
日本脱カルト協会代表理事。消費者庁「消費者契約に関する 
検討会」「霊感商法等の悪質商法への対策検討会」委員。 
著書に「だましの手口」等。マスメディアにも多く出演。 

【お申込み・お問合せ】消費者市民ネットとうほく 
※仙台弁護士会所属の弁護士による全国統一教会被害対策弁護団からの 

被害状況や今後の活動の報告も予定しています。 



 

     

 
 
 

 
 

 
 

「気候変動✕ SDGs ギャラリートークイベント」

12 月 4 日(日)、フォレスト仙
台 2 階フォレストホールにて、
「気候変動×SDGs ギャラリー
トークイベント」～一緒に考え
よう!!『なぜ、今行動しなければ
ならないのか？』～を開催しま
した。 

世界的に気候変動問題が深刻
化し、日本でも 2050 年までに
CO₂排出量の実質ゼロに向けて
国を挙げて取り組みをすすめる
中で、一般の人々に気候変動問
題を理解していただき、行動を
起こしてもらうことを目的に実
施しました。YouTube 配信併用
で行い、会場とオンライン含め
100 人が参加しました。 

 
 はじめに講師の東京大学未来
ビジョン研究センター教授で国
立環境研究所上級主席研究員の
江守正多さんから「地球温暖
化・気候変動の最新情報につい

て」、次に一般社団法人日本キ
リバス協会代表理事のケンタ
ロ・オノさんから「気候変動の
影響で水没の危機にある島国キ
リバス共和国の現状について」、
また話題提供として一般社団法
人サスティナビリティセンター
代表理事の太齋彰浩さんから
「南三陸の海の現状について」、
それぞれご講演いただきました。 

最後に全員で参加者の質問に
答えていく形で、ギャラリート
ークを行いました。 
 

江守さんのお話しでは、この
まま何も対策をしなかった場合
に地球の平均気温がどれだけ上
昇するかのシミュレーションな
どを示して、将来世代に本当に
人間が生きていけない状況が起
こりうることを説明していただ
きました。 

オノさんのお話しでは、キリ

バス共和国がすでに気候変動に
よる高波や台風などの被害を毎
年受けていること、このままい
けば国が水没してしまう危機に
瀕していることを切実にお話し
いただきました。 

太齋さんには、三陸の海で見
られる魚の種類がかなり変わっ
ており、漁業者にも大きな影響
があることなどをお話しいただ
きました。 

 
それぞれの立場から説得力の

あるお話に、参加者はショック
を受けながらも‶何かしなけれ
ばいけない″という意識を持っ
ていただけたと思います。 

「自らが行動を起こすために
何が重要なのか」「何を優先す
ればよいのか」といった質問が
多くあり、講師の方々に丁寧に
お答えいただきました。 

（事務局長 小林幸司）
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みやぎ・環境とくらしネットワーク（MELON）は、緑と水と食をとおして暮らしを考え、地球と地球環境の保全に寄与するために、多くの市民、知識人、協同

組合、企業、団体で作られた環境 NGO です。会員数：個人405、法人54、任意団体8（2022 年12 月現在） 

公益財団法人 みやぎ・環境とくらしネットワーク（MELON）の活動 
Miyagi Environment Life Out-reach Network 

〒981-0933 仙台市青葉区柏木 1-2-45 フォレスト仙台５F TEL 022-276-5118・FAX 022-219-5713   

E ﾒｰﾙ melon@miyagi.jpn.org URL https://www.melon.or.jp 

なぜ、今行動しなければならないのか？ 

ギャラリートークの様子 
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演
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子 

 



㊤講師のみなさん 左からチッパソンさん、

フェルナンデスさん、カオさん

㊦学習会ではラオスの⺠族⾐装を着たり

⺠族楽器にも挑戦しました。

な
ぜ
児
童
労
働
は
あ
る
の
か
？

な
ぜ
学
校
に
行
か
な
い
の
か
？

一
緒
に
考
え
ま
し
た
。

戦
争
と
貧
困
に
つ
い
て

意
見
交
流
し
ま
し
た
。

古川高校グループ①

古川高校グループ②

「国際理解学習会〜宮城県に住んでいる外国⼈との交流〜」

9 月 22 日(木)、みやぎ生協文

化会館ウィズで、「国際理解学

習会」を開催し 15人が参加しま

した。

講師として、(公財)宮城県国

際化協会（MIA）所属のチッパ

ソン スワブッタさん（ラオス）、

フェルナンデス カロ アントニ

オさん（スペイン）、カオ ナギ

さん（アメリカ）の３人を迎え、

それぞれ自国の文化やくらしに

ついてお話しいただきました。

また 10 月 20 日(木)には、チ

ッパソンさんにラオスの家庭料

理なども紹介してもらいました。

宮城県国際化協会は、県⺠の

豊かな国際感覚を育み、国際交

流及び協力に関する幅広い活動

を促進するための活動を行って

いますが、国際理解教育推進の

ための外国人講師派遣もその一

つです。新型コロナウイルスの

感染が拡⼤する前は、県⺠との

様々な国際交流活動を行ってい

ましたが、現在は宮城県にお住

いの外国人への支援が中心とな

っているということです。

宮城県には留学生や技能実習

生など、たくさんの外国人が住

んでいます。私たちが住んでい

る街に暮らす外国人のことを理

解することは、とても大切なこ

とです。多文化共生をすすめ、

様々な人と連携することで摩擦

が起こりにくい社会にしていき

たいと思います。

（事務局⻑ 大友千佳子）

「ユニセフ来訪講座」

9 月 30 日(金)、大崎市立古川

中学校福祉委員会の生徒と先生

4人が来訪し、ユニセフについて

学習しました。古川中学校福祉

委員会ではユニセフ募金活動を

行い、その募金もご持参いただ

きました。

11月 10 日(金)には、宮城県立

古川高校１年生の 2 グループが

来訪しました。『総合的な探求

の時間』の学習テーマとして、

児童労働や戦争・貧困を中心に、

ユニセフの支援活動を学習しま

した。「自主的な学習テーマに、

ユニセフを選んでいただいたこ

とに感謝します。世界の子ども

たちの実情にこれからも目をむ

けてください」とお話ししまし

た。
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ユニセフ （UNIC EF：国際連合 児 童基 金）は 、世界の 子ど も た ち の 命 と 健康を 守る た め に 活動 す る 国連機関で す 。宮城県ユニセフ 協会 は 「協力 協定 」

を 締結し 、県を 代 表す る ユニセフ 活動 の 拠点と し て 、ユニセフ の 広報 ・募 金活動 を 実施し て い ま す 。 会 員 数：一般・学生173、団体 6（2021年12月現在）

宮城県ユニセフ協会の活動

〒981-3194 仙台市泉区八乙女 4-2-2 みやぎ生協文化会館ウィズ内 TEL 022-218-5358・FAX 022-218-5945

E メール sn.m unicef_m iyagi@ todock.coop URL https://w w w .unicef-m iyagi.gr.jp/

宮城県

ユニセフ協会

DVD上映会「荒野に希望の灯をともす〜医師・中村哲 現地活動35年の軌跡〜」

〇日時：2023 年 1月 21 日(土）10：30〜12：00
〇会場：みやぎ生協文化会館ウィズ会議室１（仙台市泉区八乙女 4-2-2）
〇参加：無料

©日本電波ニュース社 中村哲医師 



 
 

 

NPO 法人消費者市民ネットとうほくは、2017 年東北で

初めて「適格消費者団体」として内閣総理大臣の認定を受

けました。消費者から寄せられた「高額な解約手数料を請

求された」「広告の記載内容が虚偽・誇大ではないか」など

について、専門家が検討し、事業者に対して改善の申し入

れを行っています。 

適格消費者団体が日々どのようなことをしているのか、

消費者にとってのメリットは何なのかについて学習しま

す。 

2023 年 2/20（月）13：30～15：30 

●メイン会場 ⇒みやぎ生協柏木店集会室 
（フォレスト仙台 5 階） 

定員 20 人 

●WEB 配 信 ⇒定員 50 人  

●参加費無料 
 

講師  

適格消費者団体認定 NPO 法人 

消費者市民ネットとうほく理事長 

吉岡 和弘さん 
（仙台弁護士会・弁護士） 

1947 年北海道生まれ。サラ金・クレジット

被害、豊田商事被害、原野商法被害、欠陥住

宅被害などの消費者問題に積極的に取り組

む。日弁連消費者問題対策委員会委員長、全

国市民オンブズマン連絡会議代表幹事、宮城

教育大学非常勤講師を歴任するなど、多方面

で活躍。 
 
 

※新型コロナウイルス感染拡大によっては、内容の変更または中止する場合があります。 

COOP CALENDAR vol.175 

行事予定  

急激な円安、物価高騰が、コロナ禍で苦しい私たちのくらしや中小事業

者にも影響を及ぼし地域経済に暗い影を落としています。 

特にその影響は、低所得者、雇用が不安定な人や非正規労働者など社会

的に弱い立場にある人ほど大きくなっており、貧困による格差の拡大が懸

念されます。消費税率 10％は物価高のなか、さらに国民の負担を強いて

いるものとなっています。物価高が続けば家計の購買力が落ち、景気回復

の足取りは不安定になります。 

 

2023 年 3/1（水）13：30～15：00 

●会場 日立システムズホール仙台 2 階 シアターホール 
（青年文化センター） 

●定員 500 人  

●参加費無料 
 

“これおかしいよね？“ をあなたに代わって正します！ 

「知ってほしい 適格消費者団体のこと」 学習会 

「どうなる 私たちのくらし ～物価高と消費税～」 講演会 

講師 森永 卓郎さん 
1957 年生まれ。東京都出身。1980 年東京大学経済学

部卒業。 日本専売公社、日本経済研究センター、経済

企画庁総合計画局、(株)三和総合研究所（現 三菱 UFJ

リサーチ＆コンサルティング(株)）主席研究員等を経

て、現在は経済アナリスト、獨協大学経済学部教授。 
 

仙台市青葉区柏木 1-2-45 フォレスト仙台 5 階 
TEL022-276-5162（宮城県生協連内） 

主催：消費者行政の充実強化をすすめる懇談会みやぎ 

仙台市青葉区柏木 1-2-45 フォレスト仙台 5 階 
TEL022-276-5162（宮城県生協連気付） 

主催：消費税率引き上げをやめさせるネットワーク宮城 


